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会
を
つ
く
っ
た
き
っ
か
け

 

「
こ
の
会
を
立
ち
上
げ
た
き
っ
か

け
は
？
」
と
ま
ず
伺
い
ま
し
た
。

 

「
災
害
か
ら
２
年
と
ち
ょ
っ
と
立

ち
ま
し
た
け
れ
ど
今
ま
で
は
生
活

を
立
て
直
す
の
に
精
一
杯
で
し
た
。

少
し
落
ち
着
い
て
き
て
周
り
を
見

つ
め
直
し
た
時
に
、日
田
彦
山
線
が

ま
だ
通
っ
て
い
な
い
、
復
旧
の
見
通

し
も
立
っ
て
い
な
い
現
実
が
あ
り

ま
し
た
。」と
。

 

そ
の
時
に
自
分
達
も
『
ど
げ
ん
か

せ
ん
と
い
か
ん
！
』
と
考
え
ら
れ

た
そ
う
で
す
。

 

Ｊ
Ｒ
に
対
し
て
思
い
の
あ
る
有
志

た
ち
で
、
何
か
会
を
つ
く
り
運
動

を
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
、
と
い

う
話
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

運
動
は
決
起
大
会
か
ら

　

片
岡
拓
之
氏
、
佐
々
木
茂
季
氏
、

和
田
将
幸
氏
を
中
心
に
運
動
を
始
め

ま
し
た
。
決
起
大
会
を
皮
切
り
に
、

多
く
の
方
々
の
協
力
も
得
な
が
ら
署

名
活
動
等
を
行
い
、
県
や
Ｊ
Ｒ
へ
も

　想
い
が
伝
わ
ら
な
い
歯
が
ゆ
さ

　
「
Ｊ
Ｒ
側
は
１．６
億
円
を
地
元
自
治

体
が
負
担
し
な
く
て
は
、
鉄
道
で
の

復
旧
は
な
い
と
、
か
た
く
な
に
言
っ

て
い
ま
す
。
東
峰
村
役
場
や
村
議
会

の
人
た
ち
も
動
い
て
い
ま
す
が
、
な

か
な
か
前
に
進
ま
な
い
現
実
が
あ
り

ま
す
。署
名
も
１
３
，０
０
０
名
（
１２

月
現
在
）
を
超
え
る
数
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
か
ら
見
れ
ば
、
福

岡
・
大
分
両
県
知
事
が
も
っ
と
力
を

入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
、
歯
が
ゆ

い
気
持
ち
で
す
。」

　
「
Ｊ
Ｒ
側
か
ら
良
い
返
事
を
も
ら

え
ず
心
が
折
れ
そ
う
に
な
っ
た
事
も

何
度
か
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
顔
が
浮
か
び
、
そ
の

人
た
ち
の
た
め
に
も
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
し
た
。」

　

時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
が
村
民

の
方
々
も
ご
協
力
の
程
を
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

                     

東
峰
村
議
会

ム
シ
ロ
旗
を
立
て
て
で
も

　
「
福
岡
県
議
会
で
は
栗
原
議
長
を

中
心
に
、
地
元
選
出
の
中
嶋
県
議
等

の
協
力
を
得
て
、
質
問
等
で
知
事
に

決
断
を
迫
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
地
元
の
人
た
ち
の
熱
意
を
、

県
や
Ｊ
Ｒ
に
伝
え
る
た
め
に
、『
ム

シ
ロ
旗
を
立
て
て
で
も
』
と
い
う
気

持
ち
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。」

東
峰

見
聞
録

「
鉄
道
で
の
復
旧
を
１
日
で
も
早
く
」

日
田
彦
山
線
の
完
全
復
旧
を
求
め
る
会
に
聴
く

                             

（
令
和
元
年
１２
月
取
材
）

シ
リ
ー
ズ 

豪
雨
災
害
を
乗
り
越
え
て

度
々
お
願
い
に
出
か
け
て
行
き
ま
し

た
。

　
「
決
起
大
会
や
署
名
活
動
等
は
、

マ
ス
コ
ミ
等
に
も
取
り
上
げ
て
い
た

だ
き
、
た
く
さ
ん
の
反
響
が
あ
り
ま

し
た
。そ
う
い
う
事
を
し
な
い
と
、
日

田
彦
山
線
問
題
に
は
、
も
う
尻
に
火

が
つ
い
て
い
る
状
態
に
な
っ
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。」　

令和元年12月21日、被災した大行司駅舎も再建

めがね橋

令和元年8月31日決起大会

発起人代表 片岡拓之氏（右）、和田将幸氏（左）



令
和
元
年
1
2
月
現
在

工
事
は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
か
？

復
旧

へ
の

道
の

り
（
県
河
川
復
旧
工
事
）

県
が
行
う
大
肥
川
・
宝
珠
山
川

の
河
川
復
旧
工
事
は
、令
和
3年

度
の
完
了
を
目
標
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。



未だ手つかずの河川に隣接した農地
百姓がおらんごつなるばい！

　令和２年度以降に着工予定の河川災害復旧工事箇所を示しています。改良設計区間につき、
設計等が長期化している。河川復旧工事の完了時期を考慮すると農地復旧工事の着工が令和３
年度以降になる可能性があります。このままだと、農業を再開する方が少なくなるのではないで
しょうか。

農業用水関連自力復旧補助
個人で整備した用水関連施設の災害について、
施設の機能回復のため自力で復旧する費用を
村が補助するもの。
【補助率】村：８０％、個人：２０％
（ただし、補助金上限額４０万円）

共同利用施設災害自力復旧事業
（鳥獣侵入防止柵【金網フェンス】）
国の補助を受け村が整備した金網フェンスの
復旧を農業者団体の負担により工事を行うも
のに対し、村が補助するもの。
【補助率】村：８０％、農業者団体：２０％（た
だし、補助金上限額４０万円）
【補助対象の下限額】　工事費５万円以上

農地復旧関連横断工作物復旧事業
（橋等の渡河構造物）
国庫の補助対象にならない個人もしくは受益
団体が共同で整備した渡河構造物（農地へ渡
るための橋等）を復旧するために必要な費用
を村が補助するもの。
【補助率】村：７５％、個人：２５％（ただし、
補助金上限額２２５万円）

農業用施設災害復旧事業
（仮工事）
２戸以上の施設関係者で行う仮工事。　
（用水路の土砂撤去、ポンプ設置、堰、農道等
の仮工事）
【補助率】　村：　１００％

農地自力復旧事業補助金
農家自らが農地を復旧する費用に対する補助。
H31.1月より補助率改定
※補助率改定以前に補助を受けた方は、追加
補助の申請をしてください。
【補助率】村：８０％、個人：２０％　
【補助対象経費】事業費５万円以上
【補助金の上限額】１ケ所あたり４０万円

ポンプ購入費補助金
ポンプ又は井戸を被災した農業者が、用水確
保の為に購入するポンプ購入経費に対する補
助。　　　　　　　　　　　　
【補助率】村：５０％、個人：５０％　（ただし、
補助金上限額５万円）

一人でも多くの農家が継続して
農業できる環境を考えて
　　いかなければなりません。

ぜひ、今一度ご確認を！　様々な補助が用意されています。

その他の農地復旧もこれから本格化！

鼓北地区鶴・久毛付近鼓北地区鶴・久毛付近

阿弥陀堂橋付近阿弥陀堂橋付近

来年度以降
発注予定

西福井地区下郷～猿喰付近西福井地区下郷～猿喰付近

JAスタンド

来年度以降
発注予定

農災進捗表 令和元年11月末現在

完　成 発注済 未発注 合計
農　地 31 箇所 62 箇所 59 箇所 152 箇所

農業用施設 18 箇所 17 箇所 23 箇所 58 箇所
計 49 箇所 79 箇所 82 箇所 210 箇所

国庫補助対象外 0箇所 0箇所 688箇所 688箇所

国庫補助対象分



12月定例会トピックス ここに注目！
　令和元年１２月定例会を１２月１０日から１７日の会期にて開催しました。条例議案８件、

補正予算議案２件、工事契約議案１件、発議１件、村道廃止議案１件を慎重審議し、原案どお

り可決しました。また、７人の議員が一般質問を行いました。 

　
こ
う
し
た
団
員
定
数
改
革
・

議
論
は
し
て
い
き
ま
す
が
、
人

口
減
少
は
避
け
て
通
れ
ま
せ

ん
。災
害
時
等
の
消
防
団
の
活

躍
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　
さ
ら
な
る
村
民
の
皆
様
の

ご
協
力
・
ご
理
解
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

定
年
延
長
と
機
能
別
団
員
増
を
決
定

消
防
団
員
確
保
が
厳
し
い
現
状

課
題
・
現
状

　
今
後
の
人
口
減
少
問
題
を
考

え
る
中
で
、
継
続
的
な
団
員
の

新
規
確
保
も
難
し
く
な
り
、
組

織
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

今
ま
で
の
消
火
活
動
重
視
か
ら

自
然
災
害
に
も
対
応
可
能
な
組

織
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

決定事項

定年延長による
　　　 　条例定数172名の維持
・今まで運用していた43歳定年を延長
し、５０歳もしくは団歴25年のいずれ
かに到達した場合に退団とする。
・現役団員の定数を130名から115名
へ、機能別団員数は現行42名を15
地区から1名ずつ追加した定数57名
とする。

・一般団員と同じく訓練（全団員・教養
・模擬火災訓練）、毎月1日、15日の
機械器具点検は原則参加。ただし、式
典（出初式・入退団式）、夜警、操法
大会には基本的に参加しない。
・年間報酬は2万円（以前は1万5千円）、
出動手当は実働回数に応じて1回につ
き1,500円を支出。

機能別団員制度の強化
　　　　　　   （活動内容の変更）

入退団式

第６回臨時会(10月)議決結果一覧表

議 案 一 覧
区
　
分

審
議
結
果

梶
原
伯
夫

梶
原
光
春

黒
川
隆
康

泉　
　

守

高
橋
弘
展

髙
倉
寛
視

長
澤
貞
義

大
蔵
久
徳

伊
藤　

均

賛成：○　反対：●　欠：－

補
正
予
算

契
約 工事請負変更契約の締結について(栗林上地区がけ崩れ対策工事) ○　○　－　○　○　○　○　－　○可

決

○　○　－　○　○　○　○　－　○令和元年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第３号）可
決

第７回臨時会(11月)議決結果一覧表

議 案 一 覧
区
　
分

審
議
結
果

梶
原
伯
夫

梶
原
光
春

黒
川
隆
康

泉　
　

守

高
橋
弘
展

髙
倉
寛
視

長
澤
貞
義

大
蔵
久
徳

伊
藤　

均

賛成：○　反対：●　欠：－

専
決
処
分

契
約 工事請負契約の締結について(農家レストラン・農産加工施設新築工事) ○　○　●　●　○　○　○　○　○可

決

○　○　○　○　○　○　○　○　○専決処分の承認を求めることについて
（戸有地区がけ崩れ対策工事の変更契約について）

承
認

専決処分の承認を求めることについて
（岩屋・伊王寺線岩屋駅前橋道路災害復旧工事の変更契約について） ○　○　○　○　○　○　○　○　○承

認

第８回定例会(12月)議決結果一覧表

議 案 一 覧
区
　
分

審
議
結
果

梶
原
伯
夫

梶
原
光
春

黒
川
隆
康

泉　
　

守

高
橋
弘
展

髙
倉
寛
視

長
澤
貞
義

大
蔵
久
徳

伊
藤　

均

○　○　○　○　○　○　○　○　○東峰村消防団員の定員、任用、給与、分限及び懲戒、服務等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について （→P8へ）

可
決

賛成：○　反対：●　欠：－

○　○　○　○　○　○　○　○　○東峰村職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について可
決

令和元年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第４号） ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○工事請負契約の締結について(林道栗林線開設工事)可
決

補
正
予
算

契
約

発
議

そ
の
他

条 
 
 
 
 
 
 

例

○　○　○　○　○　○　○　○　○令和元年度東峰村国民健康保険事業会計歳入歳出補正予算（第３号）可
決

平成29年7月九州北部豪雨災害及び平成30年7月豪雨災害、令和元年８
月の前線に伴う大雨災害からの復旧・復興に係る特別の財政支援を求め
る決議について

○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

村道路線の廃止について（水浦１号線、水浦２号線） ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

東峰村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○東峰村印鑑条例の一部を改正する条例の制定について可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○
東峰村部落差別をはじめあらゆる差別の解消を推進し人権を擁護する条例
の制定について

可
決

東峰村職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部を改正する
条例の制定について ○　○　○　○　○　○　○　○　○可

決

東峰村職員の勤務時間、休日及び休暇等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について ○　○　○　○　○　○　○　○　○可

決

○　○　○　○　○　○　○　○　○東峰村一般職の職員の給与に関する条例及び東峰村一般職の任期付職員
の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

可
決



河
川
に
隣
接
す
る
農
地
復
旧
着
工
は

村
長  

一
部
は
令
和
３
年
度
以
降
も
想
定

議
員　

大
肥
川
・
宝
珠
山
川
復
旧
工

事
と
河
川
に
隣
接
す
る
農
地
復
旧
工

事
の
着
工
時
期
は
。

災
害
対
策
室
長　

大
肥
川
・
宝
珠
山

川
の
改
良
部
分
は
、
令
和
３
年
度
ま

で
に
予
定
し
て
い
る
。
農
地
復
旧
は
、

そ
れ
以
降
に
な
る
所
も
出
て
く
る
と

思
わ
れ
る
。

日
田
彦
山
線
復
旧
に
つ
い
て

議
員　
日
田
彦
山
線
復
旧
に
つ
い
て
、

９
月
以
降
に
進
展
は
あ
っ
た
の
か
。

村
長　

各
市
町
村
で
の
Ｊ
Ｒ
説
明
会

後
、日
田
彦
山
線
の
完
全
復
旧
を
求
め

る
会
を
中
心
に
、８
０
０
０
名
余
り
の

署
名
を
取
っ
て
、小
川
県
知
事
と
栗
原

県
議
会
議
長
に
要
望
書
を
提
出
し
た
。

村
と
し
て
、運
行
費
用
の
負
担
な
し
で

の
鉄
道
で
の
復
旧
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
く
。

役
職
や
会
議
の
縮
小
に
つ
い
て

議
員　
人
口
減
少
と
高
齢
化
に
よ
り
、

行
政
区
役
職
員
（
区
長
、
連
絡
員
、
農

事
小
組
合
等
）
の
な
り
手
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
会
議
や
配
布
物
の
縮

小
に
つ
い
て
の
検
討
は
。

村
長　
大
字
単
位
で
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
も
考
え
ら
れ
る
と
思
う
。配
布
物

で
不
必
要
な
物
は
配
っ
て
い
な
い
の
で
、

現
状
は
維
持
し
て
い
き
た
い
。

未だ着工しない河川及び農地（鼓・鶴）

い
つ
に
な
っ
た
ら

　
　
　
元
に
戻
る
の
か
な
ぁ

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

工
事
業
者
へ
の
安
全
対
策
指
導
は

村
長  

県
土
整
備
事
務
所
に
改
善
を
要
請

議
員　
入
札
後
、
工
事
業
者
に
対
し
、

ど
の
よ
う
に
安
全
対
策
を
指
導
し
て

い
る
の
か
。

村
長　

安
心
・
安
全
な
村
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
災
害
復
旧

を
は
じ
め
各
地
区
か
ら
の
要
望
等
に

応
え
る
べ
く
、
様
々
な
工
事
を
行
っ

て
い
る
の
が
現
状
。

　

現
在
の
災
害
復
旧
工
事
で
は
ダ
ン

プ
等
が
非
常
に
多
く
走
っ
て
お
り
、

住
民
の
方
々
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
い
る
。
村
発
注
工
事
に
つ
い
て

は
、
着
工
前
に
区
長
と
ま
ず
相
談
し
、

そ
し
て
意
見
を
い
た
だ
く
。
必
要
に

応
じ
て
、
近
隣
住
民
の
方
々
に
は
運

搬
ル
ー
ト
等
も
含
め
て
説
明
し
て
い

る
。

　

再
度
、
地
元
車
優
先
と
い
う
こ
と

を
県
土
整
備
事
務
所
と
確
認
し
、
改

善
を
要
請
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

ダンプが通行すると離合できない（天ヶ谷）

安
全
対
策
を
徹
底
し
て

　
　
　
　
　
い
た
だ
き
た
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

泉　　守 議 員

一 般 質 問
質問順 質疑事項議員名 

役職や会議の縮小について　　　　　　　  ・・・Ｐ１１
災害復旧事業の見通しについて　　　  　　・・・Ｐ１１
日田彦山線復旧について　　　　　　　　　・・・Ｐ１１

梶原　光春1

建設業者への入札後の指導について　　　  ・・・Ｐ１１泉　守2

国道211号線拡張について　　　　　　　 ・・・Ｐ１２
旧宝珠山小学校の活用について
被災者支援について
地域力向上について

大蔵　久徳3

老朽化した公共の建物に対する対応について・・・Ｐ１２黒川　隆康4

鶴地区の迂回路について
小石原地区水道について
東峰テレビと日田彦山線問題について　　　・・・Ｐ１３

梶原　伯夫5

ふるさと納税について　　　　　　　　　　・・・Ｐ１３
ゲストハウス事業について　　　　　　　　・・・Ｐ１３髙倉　寛視6

宝珠山ふるさと村の経営について　　　　　・・・Ｐ１4
東峰村保育所・保育園のあり方について
指定管理者制度及び施設について

高橋　弘展7

一般質問とは・・・

　議員が、村の行財政全般にわたって執行機関に疑問点を投げかけ、自治体とし

ての考えを求めるものです。1年に4回ある定例会にて行うことができ、質問と答

弁を合わせて1人60分の時間制限の中で行われます。また、東峰村議会では事前

に質問の概要を提出し、議会開会前に執行部は答弁の準備を行います。



国
道
２
１
１
号
線
の
拡
幅
工
事
は

村
長   

早
期
事
業
化
を
要
望
し
て
い
る

議
員　

上
福
井
地
区
を
通
る
国
道
２

１
１
号
線
の
歩
道
設
置
工
事
は
い
つ

か
ら
始
ま
る
の
か
。

村
長　

今
年
度
に
砥
石
渡
橋
付
近
を

一
部
着
工
し
て
、
令
和
３
年
度
の
完

成
を
目
標
に
工
事
を
行
う
と
県
よ
り

報
告
を
受
け
て
い
る
。

議
員　

大
行
司
地
区
の
国
道
は
、
幅

が
狭
く
歩
道
も
な
い
。
村
は
拡
幅
の

要
望
を
県
に
提
出
し
て
い
る
の
か
。

村
長　

他
に
も
、
鶴
地
区
、
蔵
貫
地

区
、
東
地
区
、
塔
の
元
付
近
等
、
拡

張
整
備
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
は
早
期

事
業
化
へ
の
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　

下
川
商
店
付
近
ま
で
の
拡
幅

工
事
が
終
了
し
て
２０
年
以
上
経
つ
。

必
要
性
を
訴
え
て
災
害
工
事
が
終
わ

れ
ば
す
ぐ
着
工
で
き
る
よ
う
、
要
望

を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

村
長　

予
算
の
年
次
計
画
で
要
望
を

出
す
だ
け
の
理
由
を
考
え
て
、
予
算

確
保
が
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
う
。

議
員　

大
行
司
地
区
の
改
良
工
事
は

旧
ナ
ガ
ノ
木
工
か
、
山
側
を
通
る
と

い
っ
た
話
を
聴
く
が
、
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

村
長　
そ
う
い
っ
た
点
は
県
に
も
相
談

し
た
こ
と
が
あ
る
が
、現
状
で
は
全
く

考
え
て
い
な
い
と
の
こ
と
。

通学路としては大変危険（宝珠山・大行司）

熱
意
を
も
っ
て

　
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

大蔵 久徳 議 員

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
解
体
は

村
長  

管
理
計
画
に
基
づ
き
検
討
し
て
い
く

議
員　

旧
宝
珠
山
役
場
庁
舎
は
、
老

朽
が
進
み
危
険
で
あ
る
。
解
体
し
、

跡
地
活
用
を
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

村
長　

使
用
団
体
よ
り
、
令
和
２
年

４
月
４
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
最
後
に

返
却
予
定
で
あ
る
。
返
却
後
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
検

討
し
て
い
く
。

議
員　

旧
宝
珠
山
中
学
校
校
舎
の
老

朽
化
対
策
は
。

村
長　

令
和
２
年
３
月
ま
で
に
返
却

と
の
こ
と
。
管
理
計
画
で
は
除
去
対

象
施
設
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
解
体

撤
去
の
方
向
。

議
員　

平
成
２７
年
６
月
の
質
問
後
、

管
理
計
画
は
作
成
し
、
解
体
等
は
検

討
さ
れ
た
の
か
。

総
務
課
長　

平
成
２９
年
３
月
に
策
定

し
、
解
体
等
の
財
源
に
つ
い
て
調
査
。

そ
の
結
果
、
解
体
に
つ
い
て
の
交
付

税
措
置
が
な
く
村
単
独
事
業
と
な
る
。

村
長　

財
政
調
整
基
金
も
非
常
に
減

少
し
て
い
る
中
、
災
害
復
旧
が
最
優

先
と
考
え
て
い
る
の
で
、
再
度
検
討

し
た
い
。

※

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
・
・
・
公
共
施
設

等
の
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
等
を
計
画
的
に

行
う
こ
と
で
、
財
政
負
担
を
軽
減
・
平
準
化
す
る

と
と
も
に
、
公
共
施
設
等
の
最
適
な
配
置
を
実
現

す
る
た
め
、
東
峰
村
で
は
平
成
２９
年
３
月
に
策
定
。

老朽化した旧宝珠山中学校

解
体
費
用
の
早
期
調
査
を

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

※

東
峰
テ
レ
ビ
の
放
送
番
組
再
考
を

村
長  

テ
レ
ビ
審
議
会
で
意
見
を
聴
く

梶原 伯夫 議 員

議
員　
新
聞
に
番
組
制
作
委
託
業
者

の
名
前
が
、
東
峰
テ
レ
ビ
代
表
と
し

て
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
東
峰
テ
レ
ビ

の
責
任
者
は
誰
か
。

村
長　
東
峰
テ
レ
ビ
は
村
営
テ
レ
ビ

局
な
の
で
、
局
長
は
、
副
村
長
。
最

終
的
な
責
任
者
は
村
長
。

議
員　

村
民
が
一
番
関
心
の
あ
る
日

田
彦
山
線
等
の
問
題
は
、
な
ぜ
東
峰

テ
レ
ビ
で
放
送
で
き
な
い
か
。

村
長　
説
明
会
等
の
様
子
は
逐
一
放

送
し
て
い
る
。
討
論
会
等
は
考
え

た
い
。

議
員　

災
害
も
起
き
た
時
の
様
子
は

放
送
し
た
が
、
そ
の
後
復
旧
完
了
し

た
箇
所
等
は
放
送
し
て
い
な
い
が
な

ぜ
か
。

村
長　

災
害
箇
所
の
こ
と
は
、
災
害

対
策
室
等
で
検
討
し
て
、
放
送
し
て

い
き
た
い
。

議
員　
い
つ
ま
で
も
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
が
真
ん
中
で
出
演
し
て
い
て
は

い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た

番
組
の
放
送
の
仕
方
を
考
え
て
も

ら
い
た
い
。

村
長　
東
峰
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
審
議
会

等
の
中
で
、も
う
一
度
原
点
に
返
り
協

議
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。村
民
の
た

め
の
テ
レ
ビ
に
し
て
い
く
た
め
に
努
力

を
し
て
い
く
。

村民の為のテレビには程遠い（東峰テレビ局）

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は

　
縁
の
下
の
力
持
ち
で
は
？

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

ふ
る
さ
と
納
税
の
助
言
は
適
切
か

副
村
長  

専
門
家
を
任
命
し
て
い
な
い

議
員　
ふ
る
さ
と
納
税
担
当
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
に
対
し
、
企
画
に

ダ
メ
出
し
を
さ
れ
る
木
下
氏
と
一
村

民
の
方
が
い
る
。
ま
た
、
そ
の
方
々

は
、
隊
員
が
窯
元
さ
ん
と
話
を
進
め

て
い
る
の
に
、
直
接
窯
元
さ
ん
に
連

絡
し
て
混
乱
さ
せ
て
い
る
。村
か
ら

何
も
委
嘱
・
委
託
さ
れ
て
い
な
い
方

々
に
対
し
て
、
村
は
何
も
言
え
な
い

の
か
。

副
村
長　

以
前
か
ら
木
下
氏
よ
り
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
る
。
混
乱
さ

せ
て
い
る
ア
ド
バ
イ
ス
の
真
意
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
村
を
挙
げ
て
予
算

の
処
置
、
体
制
の
充
実
な
ど
を
考
え

て
い
く
中
で
、
協
力
隊
員
一
人
で
解

決
で
き
る
問
題
で
は
な
い
と
、
言
っ

た
も
の
だ
と
解
釈
し
て
い
る
。

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
事
業
に
つ
い
て

議
員　
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
運
営
す
る
団

体
に
は
、指
定
管
理
料
は
出
さ
な
い
と

い
う
こ
と
だ
が
、そ
の
団
体
に
は
説
明

し
て
い
る
の
か
。

村
長 

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
事
業
に
つ
い
て

は
、指
定
管
理
料
に
頼
ら
ず
自
立
、自

走
が
目
的
で
あ
り
、指
定
管
理
料
は
出

さ
な
い
と
説
明
し
て
い
る
。

村
は
な
ぜ
何
も
委
嘱
し
て
い

な
い
方
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
る
の
か

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い
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住
宅
売
却
案
件
は
解
決
し
た
の
か

村
長  

伊
藤
氏
に
対
し
裁
判
を
起
こ
し
た

議
員　
以
前
の「
失
念
し
て
い
た
」と

い
う
答
弁
は
嘘
で
す
。

　

経
過
は
、
災
害
後
１１
月
に
村
内
友

人
を
頼
り
伊
藤
ち
ず
る
氏
は
村
長
に

メ
ー
ル
を
送
信
。
内
容
は
河
川
改
修

に
よ
っ
て
立
ち
退
き
を
迫
ら
れ
、近
隣

の
ふ
る
さ
と
村
所
有
の
住
宅
を
購
入

可
能
か
と
の
こ
と
。
す
ぐ
村
長
よ
り

村
内
友
人
に
電
話
で
、「
ふ
る
さ
と
村

で
の
対
応
と
な
る
」と
返
事
が
あ
り
、

払
下
げ
検
討
を
依
頼
し
た
。そ
の
後
、

澁
谷
村
長
か
ら
は
返
答
が
な
く
、
翌

年
３
月
に
そ
の
住
宅
を
尋
ね
ら
れ
た

方
と
話
が
進
み
、
５
月
に
役
員
会
に

て
売
却
方
針
が
決
定
。１１
月
に
売
却
。

　
し
か
し
、そ
の
後
の
問
合
せ
で
、今

年
３
月
の
役
員
会
に
て
「
本
人
か
ら

正
式
な
意
思
表
示
が
な
か
っ
た
」
と

村
長
は
述
べ
、５
月
の
メ
ー
ル
で
は

「
配
慮
が
足
り
な
か
っ
た
」
と
。全
然

失
念
し
て
い
な
い
で
は
な
い
か
。

村
長　

本
議
会
で
の
議
論
は
差
し
控

え
た
い
。

議
員　
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
経
過
か
。

村
長　

債
務
不
存
在
確
認
請
求
事
件

と
し
て
伊
藤
氏
に
裁
判
を
起
こ
し
た
。

債
務
不
存
在
確
認
請
求
・・・
被
害
の
請
求
に

対
し
、
そ
れ
が
存
在
し
な
い
こ
と
の
確
認
を

求
め
る
こ
と
。

福岡地裁で裁判が行われる予定

迷
惑
を
か
け
た
方
に
対
し
、裁

判
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

議
員
の
想
い

※

調査隊調査隊
ウワサの

調査隊
議会広報モニターからの東峰村内の気に
なる “ギモン”を調査するコーナーです
議会広報モニターからの東峰村内の気に
なる “ギモン”を調査するコーナーです

第
３
セ
ク
タ
ー

「
宝
珠
山
ふ
る
さ
と
村
」

ど
ん
な
こ
と
を

   

し
て
い
る
会
社
？？

　
当
時
は
施
設
ご
と
に
管
理
者

が
異
な
っ
て
お
り
、一
括
管
理
に

よ
り
村
外
か
ら
来
る
お
客
様
に

対
し
て
窓
口
の
一
本
化
や
人
事

の
交
流
等
が
図
れ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
設
立
当
初
は
い
ぶ
き

館
、
岩
屋
キ
ャ
ン
プ
場
、
ほ
う

し
ゅ
楽
舎
、
棚
田
親
水
公
園
、

岩
屋
湧
水
の
指
定
管
理
者
と
な

り
、
平
成
２１
年
か
ら
は
特
産
品

の
開
発
及
び
販
売
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
平
成
２９
年
災
害
以
降
は
、
ほ

う
し
ゅ
楽
舎
が
土
石
流
に
よ
り

倒
壊
し
営
業
中
止
に
。
岩
屋
キ

ャ
ン
プ
場
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

機
に
村
へ
指
定
管
理
を
返
還
し
、

現
在
は
一
般
社
団
法
人
竹
棚
田

が
運
営
し
て
お
り
ま
す
（
議
会

ウ
ォ
ッ
チ
５７
号
を
参
照
）
。
よ

っ
て
、
現
在
の
運
営
施
設
は
、

い
ぶ
き
館
、
棚
田
親
水
公
園
、

岩
屋
湧
水
で
す
。

　

(

株)

宝
珠
山
ふ
る
さ
と
村
は
、
旧

宝
珠
山
村
の
時
に
い
ぶ
き
館
開
業
に

合
わ
せ
、
そ
れ
ま
で
村
が
持
っ
て
い

た
施
設
を
一
括
的
に
管
理
運
営
し
、

業
務
を
効
率
化
す
る
こ
と
を
目
的
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

■企業データ
株式会社 宝珠山ふるさと村
資本金　１億円（資本準備金１億３５６０万円）
（以前は資本金が２億３５６０万円だったが、その後1億円に減資し1億
３５６０万円を資本準備金としている）
発行済株式　４７１２株
（内１２株は設立時の村長・助役・課長・議員が経営の助言及び監視の
ため出資保有）
設立年月日　平成１６年４月３０日
決算　３月末
従業員数　５名（取締役専務含む）

Q：なぜ資本金が１億円もあるの？
A：合併前に旧宝珠山村と旧小石原村が保有していた基金額に差があり、　
　    均衡を取るために旧宝珠山村が基金を取り崩して出資したため。

いぶき館
旧ほうしゅ山荘を活用し、棚田や修験などの山

村文化と炭鉱の歴史を展示、企画展として高倉

健ポスター展を継続して実施している。近年の

来館者は高倉健氏死去後の平成27年度の

8,916人をピークに平成30年度は災害後の影

響もあり3,083人。料金は大人300円、小中高

生150円。定休日火曜日。

棚田親水公園
宝珠山川の水を引き込んだ河川プールは、「こ

いのぼりプール」と呼ばれ、７～８月の間に開

放され村外から多くの家族連れで賑わう。災害

後は来場者が減り、平成28年は17,994人だっ

た来場者は、平成30年は9,677人となってい

る。料金は清掃協力金200円/人、駐車料金

500円/台。

岩屋湧水
釈迦岳トンネルの堀削の際に湧き出た湧水を筑

前岩屋駅横で販売している。クセのない、まろ

やかな味が特長。「平成の名水百選」として、

福岡県では唯一認定を受けている。災害後は道

路状況や橋の岩屋駅前橋の流失により売上が約

1/3に。平成28年455万円、平成30年度（７

月～３月）107万円。100円/30L。

＜特産品＞柚子と米酢のドレッシング、ポン酢、柚子ジンジ

ャー、棚田米、柚子胡椒等の加工及び販売を行っている。今

年からは宝珠山きのこ生産組合のしいたけを使った「しいた

けカレー」を開発・販売しています。他には、東峰村ライス

センターで生産されたゆずペーストを業務用として販売し、

明太イワシやイカ明太の原材料として使われている。年間売

上は平成28年度が350万円、平成30年度が1400万円。災害

以降は復興応援という形で販路が広がっている。

　
村
民
の
皆
様
は
宝
珠
山
庁
舎
下
、

小
石
原
庁
舎
入
口
左
に
あ
る
、「
村

民
の
意
見
箱
」な
る
ポ
ス
ト
が
あ
る

こ
と
を
、ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

徳
川
８
代
将
軍
吉
宗
が
、
庶
民

の
意
見
を
聞
く
た
め
に
設
置
し
た

と
い
わ
れ
る「
目
安
箱
」が
、現
在
、

東
峰
村
で
も
住
民
の
意
見
や
、
思

い
を
行
政
に
届
け
る
た
め
の
ポ
ス

ト
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
は
、
現
在
村
が
行

っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
何
か
意
見

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。こ
う
い
う
こ
と

を
出
来
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
、

こ
ん
な
こ
と
を
や
れ
ば
い
い
の
で
は

な
い
か
、と
か
。

　
現
在
、村
が
行
っ
て
い
る
事
業
に

つ
い
て
の
、思
い
や
皆
様
の
考
え
を

村
長
に
、届
け
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
役
場
の
担
当
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

意
見
箱
は
月
１
回
く
ら
い
し
か
開

け
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

皆
様
が
出
さ
れ
た
意
見
は
、
担

当
課
で
協
議
し
て
村
長
に
届
け
ら

れ
ま
す
。

　

匿
名
で
出
さ
れ
た
方
に
は
返
答

は
で
き
ま
せ
ん
が
、実
名
の
方
に
は

返
答
を
す
る
そ
う
で
す
。

村
民
ポ
ス
ト
は

　
活
用
さ
れ
て
い
る
か

　

多
く
の
皆
様
の
ご
意
見
を
、

行
政
の
み
な
ら
ず
私
た
ち
議
会

に
も
届
け
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

宝珠山庁舎意見箱

小石原庁舎意見箱

→

→

Google



の
一
言
が
開
店
の
後
押
し
と
な
り
ま

し
た
。

　
「
２９
年
の
災
害
時
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
た
ち
に
助
け
ら
れ
、１
ヵ
月

で
店
が
再
開
で
き
ま
し
た
。そ
の
後
、

昼
間
の
お
客
さ
ん
は
ま
あ
ま
あ
戻
っ

て
き
て
い
ま
す
が
、
夜
の
お
客
さ
ん

は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。開
店
し
て

５
年
経
ち
経
営
は
厳
し
い
状
況
だ
が
、

儲
け
な
く
て
い
い
の
で
自
分
の
体
が

続
く
か
ぎ
り
、こ
の
仕
事
を
続
け
て

い
き
た
い
で
す
。」
と
希
望
を
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

災
害
か
ら
今
年
で
３
年
に
な
り

ま
す
。
早
い
復
旧
復
興
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

で
す
。

　

道
路
・
河
川
は
少
し
ず
つ
完
了

し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

　

一
日
も
早
く
復
旧
を
や
ら
ね
ば

と
、
み
な
さ
ん
と
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。（

梶
原 

伯
夫
）

議
会
広
報
特
別
委
員

　

委
員
長　

 
 

高
橋　

弘
展

副
委
員
長　

 
 

長
澤　

貞
義

　

委　

員　

 
 

髙
倉　

寛
視

　
　
　
　

 

　

 

梶
原　

光
春

　
　
　

 

　
　

 

梶
原　

伯
夫

発
行
責
任
者

　

議　

長　

 
 

佐
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木 
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１
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発
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／
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編
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議
会
広
報
特
別
委
員
会
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福
岡
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朝
倉
郡
東
峰
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大
字
宝
珠
山
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Ｘ
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７２
）２０３８

編
集
後
記
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ギ
カ
イ
飯め  

し

〜
飲
食
店
か
ら

　
見
え
て
く
る
ム
ラ
④
〜

　
つ
づ
み
の
里
（
小
石
原
鼓
）
内
に

あ
る
『
１１
番
』に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
父
を
看
病
す
る
た
め
実
家
に
家

族
で
帰
っ
て
来
ま
し
た
。帰
村
前
は

中
華
料
理
店
を
経
営
し
て
お
り
、た

ま
た
ま
こ
の
店
舗
が
空
い
て
い
た
の

で
、自
分
の
料
理
を
地
域
の
皆
さ
ん

や
来
村
者
に
提
供
し
た
い
気
持
ち
が

湧
き
起
こ
り
ま
し
た
。以
前
の
店
は

夫
婦
で
切
り
盛
り
し
て
い
た
の
で
、

妻
に
相
談
し
た
ら
『
ひ
と
り
で
や
る

な
ら
い
い
よ
』と
。」最
後
は
奥
さ
ん

　
以
前
住
ん
で
い
た
志
免
町
で
、

少
年
野
球
チ
ー
ム
の
代
表
を
し

て
い
る
関
係
で
、
月
２
回
の
土

日
は
今
で
も
店
を
休
ん
で
応
援

に
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
チ
ー

ム
が
全
国
大
会
で
準
優
勝
し
ま

し
た
。

野
球
が
好
き
！

店主の梶原辰次さん

人気のちゃんぽん

あ
け
ま
し
て

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す


	1P
	02P-P03
	04P-P05
	06P-P07
	08P-P09
	10P-P11
	12P-P13
	14P-P15
	P16

